
サーチコイル

TFM-2022,2000 使⽤上の注意

サーチコイルに⾼電圧が発⽣するような使⽤状況の場合は、通電（着磁）時にサ
ーチコイルとフラックスメーターを切り離し、メーターの⼊⼒端⼦をショート状
態にしてください。

配線はノイズ防⽌の為、シールド線⼜はツイスト線（撚り線）を使⽤してくださ
い。⼜、最短距離とし、動⼒線からなるべく距離をとって配線してください。

フラックスメータ
⼊⼒端⼦

通電処理
（着磁電源）

⾼圧リレー
（サーチコイルとフラ
ックスメータ接続）

CR1、CR2

フラックスメータ
リセット

ワーク移動
（測定）

（サーチコイルに磁束の変化
を与え誘起された電圧を測定
します。）

合否判定
（コンパレートがある場合）

0.5sec以上

0.5sec以上

0.1sec以上

0.1sec以上

0.5sec以上

判定出⼒
取り込み判定出⼒は常時出⼒しています。

測定終了時（ワーク移動完了時）の判定出⼒を取り
込んでください。

サーチコイルとフラックスメーターの接続をOFFにすると、測定
値が変化してしまいます。合否の判定後、ワーク取り出しのタイ
ミング等で接続をOFFにしてください。（安全の為、常に接続状
態にしないでください。）

⾃動ラインでの使⽤例

※⾼圧リレー
CR1

※⾼圧リレー
CR2

⼊⼒端⼦ショート⽤
⼀般的なリレーで可

CR3

⾃動ラインでのフラックスメーターの設定は
ホールドモードで使⽤してください。

良品測定値（コンパレート基準値）が2桁になってしまう場合、10倍感度
に設定してください。
（通常はノーマル感度で使⽤してください。）

巻き数設定は特に指定が無い場合"0001"に設定してください。

シールド⼜は
ツイスト線シールド⼜は

ツイスト線

東洋磁気⼯業株式会社

※⾼圧リレーは微⼩負荷開閉に適した仕様のも
のを選択してください。

推奨 OMRON製
型式 形G2RV-SR□□ □-AP □
(AP:微⼩負荷⽤）

汎⽤リレー
（フラックスメータ

⼊⼒端⼦ショート⽤）
CR3 0.1sec以上

サージノイズ防⽌の為、サーチコイル接
続後、0.5sec程度遅れてからフラックス
メーターの⼊⼒端⼦のショートを解除し
てください。

ワーク取出し
等のタイミング

RS232C通信の場合以下、合否判定
のタイミングでデータをログして
ください。


